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1．研究背景と目的

2024年，中国翻訳業界は産業規模・企業数・人材

数のいずれにおいても拡大を続け，翻訳従事者は

680.8万人に達し，前年比6.0％増となった。翻訳需

要が依然として拡大していることを示している（中

国翻译协会，2025）1。中国の大学日本語専攻におい

て，学部生向けの翻訳教育は，一定の翻訳テクニッ

ク・能力を身につけ，卒業後，基本的な翻訳実務に

対応できる応用型人材を育成し，翻訳市場のニーズ

* Eメール：fty1206@126.com

1　中国翻訳協会が作成する『2025中国翻訳行業発展報

告』による内容。

に応えることを目的としている（日语专业教学指导

委员会，2020）2。

しかし，先行研究では，現在の翻訳教育は翻訳業

界・市場のニーズと乖離していることが指摘されている

（郭，2023；赵，李，2024）。教育方法に関しては「教

師主導で知識を伝達し，学生は受動的に受け入れる

傾向が強い」とされ（胡，李，2024，p. 4，筆者訳3），

教育内容も「言語レベル（文法や構文など）の誤り訂

2　中国の教育部（日本の文部省に相当する）高等学校

外国言語文学専攻教育指導委員会が作成する『四年制

大学日本語専攻教育ガイドライン』による内容。

3　「　」で示されている日本語以外の文献および学生の

記述・発言内容は筆者が翻訳したものである。
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概要

本研究では，翻訳ワークショップを採用した翻訳教育を，中国のA大学日本語専攻の大

学生を対象に実施した。翻訳ワークショップを通じた訳文の変化と学生のスコポス意識

の関連性について明らかにするために，学生が作成した訳文を対象に，翻訳プロセスに

関するデータと合わせ，質的記述的に分析を行った。その結果，スコポス意識は訳文の

質に直接的かつ肯定的な影響を与え，質の高い訳文を作成するには学生のスコポス意

識が重要であることが明らかになった。本研究の結果を踏まえ，今後の翻訳教育におい

ては，学生のスコポス意識の育成の重要性とその育成方法としての実践的な翻訳ワーク

ショップの有効性が示唆された。
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正や翻訳テクニックの習得に偏重している」と指摘さ

れている（张，2020，p. 181）。実際の翻訳作業では，

訳者は孤立した文ではなく，テクスト全体を扱う。ま

た，近年の AI翻訳技術の飛躍的な進展によって，単

純な言語変換作業の価値は急速に低下しており，こ

のことが翻訳教育と翻訳市場との乖離を一層顕在化

させている。

もっとも，AI翻訳は効率面において優位性を持つ

一方で，高度な判断やニュアンス調整，受け手に即し

た文化的対応といった領域には限界がある（刘，

2025，p. 122）。こうした状況において，人間の翻訳

者は深層的な言語理解と文化的感受性を統合し，情

報の取捨や用語の検証，意味決定などの場面で知恵

と創造性を発揮する主体的役割を担っている（李，

张，2023，p. 63）。したがって，機械翻訳が進歩する

現代において，翻訳市場が求めるのは単なる言語知

識の習得者ではなく，テクスト全体を視野に入れ，翻

訳の目的や受け手に即して最適な訳出方針を判断で

きる人材である。

以上を踏まえ，本研究では，機能主義的翻訳理論

を基盤に，実際の翻訳プロジェクトを中心にし，仲間

と協力した翻訳問題の解決に重点を置いた翻訳ワー

クショップを採用した翻訳教育を実施した。本稿で

は，その翻訳教育実践における訳文の質とスコポス

意識の関連性について，記述的分析を通じて検討を

行った。

2．先行研究と翻訳理論

2．1．翻訳教育における翻訳ワークショップ

「翻訳ワークショップ」とは，翻訳作業を行う人々が

集まり，ある翻訳タスクに対して活発な意見を交換し，

交渉し続けることを通じて，グループ全員が納得でき

る訳文に合意する活動である（李，仲，2010，p. 32）。

教育方法としての翻訳ワークショップは，グループで実

際，またはシミュレーションの翻訳プロジェクトを協力

して行う討論型教授法であり，学生は「翻訳作業・協

働活動・ディスカッションの中で翻訳を学ぶ」（同上）こ

とができる。

翻訳教育における翻訳ワークショップの研究は，主

に教育方法，コースデザイン，応用的価値などの翻訳

教育に対する提案や指針などの理論研究を中心にし

ているが，実際のデータを通じて翻訳ワークショップ

の効果の検証に焦点を当てた実証研究は少ない。

王，王（2013）では，学生へのアンケートから翻訳ワー

クショップに対する態度を，霜崎（2014）では，学生

のフィードバック記述から，翻訳ワークショップに対す

る主観的評価を明らかにした。いずれも自己評価を

データとし，能力向上に焦点を当て翻訳ワークショッ

プの有効性を検証したが，訳文をデータとする研究は

見られない。しかし，翻訳市場では訳文の質が重要

視されている。そのため，他のデータ・研究法より，

訳文の質分析は翻訳市場のニーズに合い，客観的で

説得力があると言える。そこで，本実践研究では翻

訳ワークショップにおける訳文の具体例を分析し，訳

文の質的変化をあきらかにする。

学生を翻訳市場に適応させるために，翻訳ワーク

ショップの作業法は翻訳市場の実務に即したもので

ある。翻訳プロジェクトはクライアントのニーズを満た

し，特定の目的に即した訳文を提供することを目的と

する。翻訳ワークショップでは，課題をプロジェクト形

式で設定し，学生はクライアントの要望を想定しなが

ら段階的に訳文を推敲し，最終的な成果物を仕上げ

ていく。その過程で行われる協議や相互検討は，訳

文の改善のみならず，翻訳判断の根拠を言語化する

訓練ともなり，最終的には個人としての翻訳能力向上

に結びつく。このようなアプローチは，実務を強く意識

した教育実践であると同時に，実際の社会でのコミュ

ニケーションの需要と翻訳の応用的価値を強調する

機能主義的翻訳理論とも一致しており，本研究におけ

る翻訳ワークショップの理論的基盤となる。次節では，
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機能主義的翻訳理論について説明する。

2．2．機能主義的翻訳理論

機能主義的翻訳理論は，翻訳を目的を持った異文

化間の行為と捉える理論である。機能主義的アプ

ローチでは，翻訳のプロセスと言語構造を決定するの

は予期的機能，つまりこれから作成する訳文テクスト

の目的であり，それは翻訳の発起者（つまりクライアン

トや依頼者）のニーズによって決定されるとする（ベイ

カー，サルダーニャ，2009/2013，pp. 88-89）。この考

え方は，翻訳を現実の依頼状況に即して捉え，具体的

な目的に応じた実践的な行為として位置づけられる。

機能主義的翻訳理論の枠組みでは，Vermeerの

「スコポス理論」が中心的なアプローチとなる。また，

Reissのテクストタイプ別理論は，訳者がテクストの種

類に応じた適切な訳し方を選択するのに役立つ。両

理論は翻訳実践と密接に関連し，操作性が高く，本

実践研究の理論的基盤におくと考えられる。以下で

はそれぞれの理論について説明する。

2．2．1．スコポス理論

訳文の目的と翻訳行為の目的を表すために，ドイツ

の言語学者であるVermeer（1978）はギリシャ語のス

コポス（Skopos：目標，目的）を翻訳理論に導入し，「ス

コポス理論」を提案した。その基本的な主張は，訳文

は翻訳の目的によって決定されるというものである。

スコポス理論によれば，全ての翻訳は「スコポス規

則」（翻訳は目的によって決定される）に従わなければ

ならないとされている。また，「一貫性規則」（訳文の

文脈や論理が読者にとって自然につながり，誤解なく

理解できるものでなければならない）と「忠実性規則」

（訳文は原文の内容や意図と対応し，両者の間に不

整合が生じないようにしなければならない）にも従わ

なければならず，これらの規則は重要性に応じて階層

的に配置されている。忠実性規則は一貫性規則に従

属し，一貫性規則と忠実性規則の両方はスコポス規

則に従属する。つまり，訳者はまず翻訳が意図した目

的を達成することを保証し，次に訳文が内部的に首

尾一貫していることを保証し，最後に訳文と原文の間

の一貫性を保証しなければならない（Munday, 2007, 

p. 118）。

翻訳プロセスにおいて，訳者がスコポス理論を適用

する意識と能力は「スコポス意識」と呼ばれる。これ

は個々の文や語の置き換えに注目するのではなく，ま

ず全体の目的や方針から出発して訳出を考えるという

意味でトップダウンの思考システムを示すものである。

このような思考によって，訳者は局所的な言語表現に

とらわれず，クライアントのニーズや読者の期待に照ら

し合わせながら，全体的・戦略的な視野で翻訳プロ

ジェクトに取り組むことが可能となる。

2．2．2．テクストタイプ別理論

Reiss（1971/2000）は，Karl Bühlerが提唱した

「organon model」4における言語機能を翻訳理論に

適用し，各々のテクストに優先する目的と機能によっ

て，情報型（informative text），表現型（expressive 

text），効力型（operative text）の3つのテクストタイ

プを考案した。

情報型テクストの主な機能は情報の伝達であり，原

文テクストの指示的・概念的内容が完全に伝達され

ればその翻訳は成功だとみなされる。このタイプのテ

クストには説明書や教科書などがある。表現型テクス

トは原文テクストの美学的・芸術的形式の伝達を目的

とし，文学作品，詩などがこのタイプに入る。効力型

テクストは読者を説得して何らかの行為をするように

訴える機能が重視され，このタイプのテクストには広

4　ドイツの心理学者で言語学者のビューラーによるコ

ミュニケーションのモデルである。言語をメッセージの伝

達という観点から，叙述，表現，訴え3つのコミュニケー

ション機能を定義した。
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告や宣伝などが入る。

テクストタイプ別理論により，学生が異なるタイプの

テクストの特徴を理解し，より専門的な言語表現や適

切な言語スタイルで翻訳できるようになることが期待さ

れる。

3．実践研究の概要

3．1．実践研究の目的

本実践研究の目的は，翻訳ワークショップを取り入

れた翻訳教育を通じて，学生の訳文の変化を明らか

にすることである。さらに，学生のスコポス意識に焦

点を当て，その変化とスコポス意識との関連性につい

て探求する。

3．2．実践対象の概要

本実践研究では，中国 A大学日本語専攻の3年生

25人を対象に，筆者が担当する翻訳ワークショップを

取り入れた翻訳授業を行った。学生の日本語レベル

は N2～ N3相当であった。

研究に先立ち，授業が開講されるA大学に研究倫

理審査申請書を提出し，承認を得た。また，学生に

対しては，初回授業時に，授業概要とスケジュールを

説明し，研究の趣旨，データの匿名性確保と取扱方

針等を口頭で説明した。そのうえで，書面による同意

を得た。

3．3．翻訳ワークショップを取り入れた翻訳授業のデ

ザイン

本実践研究では，クラスを5つの5人グループに分

け，5回の翻訳ワークショップを実施した。ワークショッ

プでは，2回の授業と授業外の時間を利用し，1つの

翻訳プロジェクトを2週間をかけて完成させた。訳文

の作成プロセスにより翻訳ワークショップは3段階で

構成される。その流れを図1に示す。

第1段階は学生の個人訳文作成段階である。教師

は1回目の授業が始まる1週間前に翻訳課題を出し，

学生は授業前に自主的に翻訳し，同時に翻訳日記5を

書く。

第2段階はグループ訳文作成段階である。1回目の

授業で，学生たちは自分の個人訳文を持ち寄ってディ

スカッションを行う。授業後，各グループはグループ訳

文を整理・作成し，担当者はグループ訳文，グループ

ディスカッションの内容を基にパワーポイント資料を作

成する。

第3段階は最終訳文の作成段階である。2回目の

授業では，各グループが自グループの訳文とその作成

プロセスを中心に順番に発表し，クラス全体で討論を

行う。2回目の授業終了後，教師は自らが作成した訳

5　翻訳日記は，主に翻訳する過程での困難や問題などを

記述するもの。形式として，学生はWordで翻訳作業を行

い，「コメント」の機能を使って，翻訳ブリーフ（注7）付き

の翻訳課題文に自分の思考，感想，資料検索など翻訳プ

ロセスに関する内容を記述する。

図1．翻訳ワークショップの流れ
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文を参考訳として提示し，学生の検討材料として各グ

ループの訳文とともにWeChat
6のクラスコミュニティで

公開する。学生は参考訳・他グループの訳文と自グ

ループの訳文を比較し，それぞれの長所や課題を検

討した上で，最終的な合意に向けた議論を行う。そ

の後，1つのグループが担当グループとなり，最終訳文

を作成する。 最終訳文が納得できない場合は，

WeChatで合意に達するまで議論をする。

このような形式で，1学期に5回の翻訳ワークショッ

プが行われた。

3．4．翻訳課題テクストの選択

実践授業における翻訳ワークショップは実際の翻

訳作業に近づけるため，翻訳市場の99％以上を占め

る（何，2010，p. 8）非文学テクストを選択した。「クラ

イアント」の要求と訳文の使用目的を学生に明確する

ため，各回の翻訳課題テクストに翻訳ブリーフ7をつけ

た。翻訳課題テクストの選択には，以下の要素を考

慮した。生活と密接に関連し，実用性が高いこと，テ

クストタイプが多様で，文体や言語スタイルに特徴があ

ること，異文化と専門知識が含まれること，難易度は

学部生のレベルに適することなどである。このような

テクストを翻訳することにより，学生は翻訳の持つ異

文化コミュニケーションという特質をより深く理解し，

異なる文化，専門知識，文体スタイルを目標言語で適

切に伝達するための工夫をする経験を得られる。以

上の基準をもとに，教師（筆者）がインターネット上の

記事や翻訳学習教材・参考書等から，5つの翻訳課

題を選択した。

6　WeChatとは，メッセージ，チャット，通話などの機能を

持つ中国版LINEともいえるアプリである。

7　翻訳ブリーフとはクライアントが翻訳に対する要求であ

る。理想的な翻訳ブリーフには，訳文の予期機能，読者

層，伝播メディア，出版時期と場所，場合によっては翻訳の

目的や出版の動機などが含まれる（Nord, 2001, p. 60）。

3．5．分析方法

3．5．1．分析対象の選定と課題テクストの特質

本稿では，第2回の翻訳ワークショップを分析対象

とした。その理由は以下の通りである。第2回の課

題テクストは他の課題テクストに比べて，①文化に関

する内容や専門知識が多く含まれ，学生は様々な背

景資料を調べる必要があること，②テクストタイプ・文

体が多様で，適切な訳文表現を行うために，学生が

パラレルテクスト（他言語で同じ内容，文体，またはス

タイルのテクスト）を多く参照する必要があること，が

挙げられる。したがって，第2回の課題テクストは，テ

クスト分析能力がより求められ，また，スコポス意識の

有無，強弱が学生の訳文に表れやすいと判断され

た。第2回課題テクストを図2に示す。「本プロジェク

トは，横浜開港祭公式サイトから抜粋したものです。

中国人観光客向けの観光情報サイトに掲載する予定

ですので，原文の中国語訳を貴方の翻訳ワークショッ

プに依頼します」との翻訳ブリーフと共に翻訳課題テ

クストに掲載した。

【本課題文の特質】

この第2回翻訳課題テクストは2021年横浜開港祭

の概要紹介及び花火大会開催のお知らせである。翻

訳ブリーフでは，訳文は中国人観光客向けのサイトに

掲載するものであり，観光情報を提供するという翻訳

の機能が指示されている。原文分析から，原文テク

ストはスピーチとお知らせから構成され，Reissが提出

したテクストタイプと照合すると，情報型テクスト，表

現型テクストと効力型テクストの混合するテクストであ

る。したがって，テクストは情報の伝達，言語表現の

美的効果，読者に影響を与えるなどの言語機能を持

つ。訳文の目的は，原文の内容を伝え，読者の望ま

しい反応を誘発することであり，全体として内容と喚

起に重点を置くことになる。訳文の言語表現は文体に

よって異なる。公用文であるスピーチの部分（例：開

催趣旨の説明）は，言語表現がフォーマルで規格的で
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あり，シンプルでわかりやすく訳す必要がある。一方，

「様々な花火が横浜港をバックに咲き誇り，色とりどり

なレーザー光線や迫力の音響，炎などが一体となって

盛り上げ，光と音の競争をお楽しみください」といっ

た花火の描写は，華麗で視覚的・聴覚的なイメージ喚

起を目的としており，変訳8や等効9などの翻訳技法で

8　「変訳」とは，原文の意味や感情をよりよく伝えるため

に，翻訳の際に原文の一部の品詞や文の成分を意識的

に調整・変更することである。

9　「等効」とは，原文に対して読者が持つ反応と同じもの

を訳文でも生み出すことである。

Thanks to the Port

図2．第2回翻訳ワークショップでの課題テクスト
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訳し，訳者は比較的自由度を持つ。

3．5．2．評価と測定の方法

(1) 訳質評価

訳質評価は，賴慈芸（2008）の「6-4スケール」を

基に肖维青（2012）が開発した「新・6-4スケール」（付

録1）を使用する。「情報の正確性スケール」「表現ス

タイルスケール」の2つの区分から構成され，前者は

情報伝達の質に基づく6段階で評価され，原文の意

味がどの程度正確に伝達されているかを測定する。

評価項目には，誤訳の有無，重要な情報の訳抜け，

誤解を招く可能性のある表現の有無などが含まれる。

後者は表現スタイルの質に基づき，4段階で訳文の表

現の流暢さや自然さを評価する。この部分では，訳

文が目標読者にとってどれだけ理解しやすく，文体が

適切であるかが考慮される。スタイルの評価は，単に

言葉の選択にとどまらず，テクスト全体の調和や一貫

性にも焦点を当てている。具体的な評価基準を付録

に示す。

(2) スコポス意識の指標

本研究では，翻訳の過程において，訳者が意識的

に翻訳の目的を自身の翻訳行為の指針とすることを

「スコポス意識」と捉える。これは訳文読者，目標言

語，目標文化に対する訳者の認知的努力を指す。目

的に対する認識は数値化して評価することはできない

が，訳質評価と学生の翻訳プロセスの観察を組み合

わせることで導き出すことができると考えた。スコポス

意識は主に次のような側面に反映される。

(i) 翻訳意図の明確さ：翻訳プロセスにおいて，学

生は翻訳の目的・訳文の機能を明確に理解・

把握できているかどうか。

(ii) 読者志向：より効果的な情報伝達を実現するた

めに，学生は訳文読者の背景，文化的文脈，

言語慣習に基づいて翻訳の意思決定を行い，

読者のニーズや期待を翻訳プロセスに取り入

れることができているかどうか。

(iii) 文化的適応力：学生は読者が訳文を理解し，

受け入れられるように，翻訳において文化的要

素を考慮し，適切な表現を選択することができ

るかどうか，また起点言語と目標言語の文化的

差異をどの程度認識しているか。

本研究は以上の3側面について，学生のスコポス

意識を訳文とプロセスの両方から評価する。まず，Ⅰ

訳文の言語表現においては，Ⅰ-①目標文化・言語の

規範に適応させるため，翻訳テクニックを柔軟に使用

しているか；Ⅰ-②テクストタイプ・文体に合致した言語

スタイルを反映させているかを検討する。Ⅱ翻訳プロ

セスについては意思決定に着目し，Ⅱ -①意識的に訳

文読者の配慮し，また翻訳ブリーフを参考にした「トッ

プダウン」の思考システムが用いられているか；Ⅱ -②

関連知識・パラレルテクストなどの資料を検索してい

るかに焦点を当て，スコポス意識の有無と程度を明ら

かにする。

3．5．3．分析手順

分析対象として5つのグループのうち，第2回の翻

訳ワークショップ第1段階から第3段階全過程の翻訳

作業に取り組み，最終訳文を整理し作成する1つのグ

ループ（5人）を抽出した。以下の分析ではグループメ

ンバーを学籍番号順に A，B，C，D，Eで示す。

前項を踏まえ，以下の手順で分析を行った。まず，

訳質評価では，3名の日本語教師が「新・6-4スケー

ル」を用い，翻訳ワークショップ3段階の訳文をそれぞ

れ採点した。点数が異なる場合は討議により，統一し

た結論を出した。

その後，訳文分析を行った。訳文分析では，この

訳文得点のもとに，翻訳のプロセスを示すデータ（翻

訳日記，学習日誌，グループディスカッションの録画，

最終訳文の作成報告など）を照合しながら，質的記述
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的に分析10を行った。具体的には，(1) 個人訳文を

データとし，翻訳プロセスデータを参照しつつ，スコポ

ス意識と個人訳文の質との関係を検討する。(2) グ

ループの訳文を個人訳文と比較し，訳文の変化した

箇所を抽出し分析する。翻訳プロセスデータを参照し

つつ，訳文の変化とスコポス意識との関連性を検討す

る。(3) 最終訳文をグループ訳文と比較し，訳文の変

化した箇所を抽出し分析する。翻訳プロセスデータを

参照しつつ，訳文の変化とスコポス意識との関係を検

討する。

4．分析の結果

「新・6-4スケール」の基準により，訳質評価の結果

を表1に示す。5人の個人訳文を評価したところ，Aは

5点，BとCは8点，Dは4点，Eは7点という結果で

あった。また，グループ訳文は9点，クラス訳文は満

点の10点となった。

表1．訳質評価の結果

評価対象 訳文得点
（10点満点）

学生A 5
学生B 8
学生C 8
学生D 4
学生E 7

グループ 9

クラス 10

訳質評価の結果より，翻訳ワークショップの経過に

つれて，作成した訳文の質が向上していることが示さ

れた。以下では各段階における訳文を検討する。

10　質的記述的研究方法とは，主題や現象をより深く理

解するために質的データを用い，その詳細な分析を通じ

て主題に関する深い洞察を提供する手法（Sandelowski, 

2000）である。

4．1．翻訳ワークショップ第1段階：個人訳文

個人訳文の訳質評価の結果，B，Cは8点，Eは7

点，Aは5点，Dは4点であった。以下では各学生の

訳文の特徴を具体的に分析する。

4．1．1．第1段階における訳文分析

得点の高かった B，Cでは，個人訳文は全体として

意訳が多い特徴が見られた。中国語の言語規範に

適合する表現を使っており，言語表現は比較的流暢

で自然なものであった。また，テクストの文体的特徴

を持つ部分に専門的な表現を用い，可能な限りテクス

トタイプに近づけることができていたことが高得点に

つながっていた。二人の翻訳日記には，翻訳過程で

の考えや思いが多く記述され，訳語の選択，原文の

理解，訳文の表現について慎重に検討していたこと

がうかがえ，日記の記述自体が内容豊かなものであっ

た。また，Cは参考にした情報源も詳しく記しており，

情報へのアクセスは多く多元的であった。訳質評価

が10点満点とならなかった原因として，言語能力の

不足により，訳文に誤訳がみられたこと，また，原文

の構造や言い回しに制約され，自然さに欠ける訳文も

あり，それが情報を伝えるという訳文の機能に影響

し，翻訳の目的を十分に達成できていなかった点があ

げられる。

4．1．1．1．学生Bの訳文分析

Bの翻訳日記には，翻訳過程の思考が詳しく記され

ていた。また，提供された翻訳ブリーフにおいては

「中国人観光客向けの観光情報サイトに掲載する」と

いう文の「中国人観光客向け」に太字と下線が引か

れ，情報の焦点に注目し，翻訳の目的を強く意識して

いることがうかがえた。Bの翻訳プロジェクトとして作

業する意識と，意思決定の根拠が明確であった。以

下では，特徴的な例をあげて具体的に説明する。

【a】読者配慮と文化的適応

(1) Bは原文のタイトルの「横浜開港記念みなと祭」

を「横滨开港纪念节」と翻訳した。これについて Bは
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翻訳日記に，「この 「みなと祭」 の訳し方に迷ってい

る。中国の伝統文化の影響を受けて，「祭」という文

字が不吉で，中国人観光客を困惑させる可能性があ

ると思う。辞書に載っている 「码头节」 「港口节」 は，

ちょっとくどい気がする。「横滨开港纪念节」 のほうが

簡潔でいいかもしれない」と記述していた。Bは単な

る言語の転換ではなく，読者により良い読み体験を提

供するために，言語表現の読みやすさを求め，文化

的背景を配慮した上で翻訳を行ったと考えられる。

(2) 原文における2箇所の「風物詩」の翻訳は，B

は異なる訳し方をとった。Bは「ミナト横浜に夏の到

来を告げる風物詩」における1番目の「風物詩」は

「风物诗（＝季節・文化を象徴する情緒的な事物）」そ

のまま直訳した。理由について翻訳日記には以下のよ

うに記されていた。「辞書では，「風物詩」 は 「风景

诗，景物」 の意味。でも，中国の散文では自然を表現

するために 「风物诗」 という言葉が使われることがあ

る。テクスト全体から見ると，「风物诗」 のままでも詩

的で全体にもなじむと思う」。

しかし，「横浜の初夏を彩る風物詩の一つ育ってき

ています」における2番目の「風物詩」は「风景线（＝

景観的に目立つ存在）」と意訳した。Bは日記に「翻

訳には用語の一貫という原則はあるが，ここでは 「风

景线」 と意訳した方がいいと思う」と記していた。具

体的な理由は記述されていないが，「风景线」と訳し

たのは，Bが文脈と母語の語感を合わせて判断した

ものと考えられる。

(3) 「光と音の競争をお楽しみください」における

「競争」という言葉について，Bは日記に，「「競争」 そ

のままで意味は通っているが，ちょっと硬い感じで，「盛

宴（＝華やかなイベント）」と意訳した」と記している。

(4) 「横浜港は安政6（1859）年6月2日に開港し，こ

れを記念する 「横浜開港記念みなと祭」 は5月3日の

国際仮装行列を皮切りに，…（略）」における「これ」

の翻訳について，Bは，「ここの 「これ」 が気になる。

「これ」を明確に訳すことが重要だと思う。そうしなけ

れば意味的に不明瞭に感じられる」と記述していた。

以上の例が示すように，Bが訳文読者，目標文化を

考慮し翻訳を行っていたことが窺える。

【b】テクストタイプの理解と翻訳意図の反映

Bは原文テクストの冒頭文「ハマの夏には，やっぱ

り花火がよく似合う」を直訳ではなく，「观横滨夏夜景，

衬火树银花色」と詩的かつ対句構造を用いて意訳し

た。翻訳日記は，「このテクストは横浜開港祭の紹介

文というより，観光客に訪れてもらい，地域の観光産

業を振興するための広告に近いと思う。もっと詩的な

表現であれば，紹介文を読んだ中国人観光客が 「そ

の場に身をおく」ような気分になれるので，「広告」とし

ての価値にも合致しているのではないか」と記してい

た。これは翻訳において Bがテクストの特徴と目的に

合致した訳文の実現を意識していることを示してお

り，Bのテクストタイプに対する考慮がみとめられる。

4．1．1．2．学生Cの訳文分析

Bと同じく8点と高得点だった Cの訳文は，言語表

現が一定の専門性を示し，長文翻訳は原文の構造に

拘らず，中国語の言語規範に適合していた。以下に

具体的に述べる。

【a】言語スタイルにみる読者志向

「40回を迎える「横浜開港祭」は，毎年6月2日の開

港記念日を開催日として，これまで 「開港を祝い，港に

感謝しよう」 というコンセプトのもと，市民の皆様と協

働しながら，横浜の初夏を彩る風物詩の一つ育ってき

ています。横浜開港祭を多くの方々の参加で盛り上

げ，横浜の魅力を全国に更に世界に向け発信し，より

多くの方々が横浜に来ていただけようお祈りしてまい

ります」という段落は，「方々」「お祈りしてまいります」

などの表現が示すように，スピーチ文の文体的な特徴

が顕著である。この部分について，Cは意訳を用い，

「值此之际（＝この機に）」「在此（＝この場を借りて）」

「莅临（＝ご来臨）」などの訳語が用いられている。こ

れらの表現は，中国スピーチ特有の公式的・フォーマ

ルな文体を十分に体現しており，訳文読者に対しても
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原文に近い読む体験をもたらしている。そのため，C

の翻訳は動的等価11を達成していると評価できる。

【b】翻訳テクニックとパラレルテクストによる言語規

範への適応

日本語は助詞や助動詞が多く使われるため，修飾

節が長く，並列句・中間句の多い構造が複雑な文が

よく見られる。一方，中国語は節が多く，短い文が多

い。原文の「横浜港は安政6（1859）年6月2日に開

港し，これを記念する 「横浜開港記念みなと祭」 は5

月3日の国際仮装行列を皮切りに，6月の開港記念バ

ザーや横浜開港祭などのイベントが実施され，それぞ

れ回を重ねるごとに盛大になっています」は典型的な

長文である。Cは翻訳テクニックを柔軟に取り入れ，

「分訳」 
12で訳文を3つの短文に変換した。「横滨港

于 1859 年 6 月 2 日开港。为纪念此事，人们设立了横

滨开港纪念大会，并于每年 5 月 3 日举办国际化装游行

活动。以此为开端，发展到之后于 6 月举行的开港纪念

集市及横滨开港节，纪念大会逐年盛大起来（＝横浜港

は1859年6月2日に開港しました。これを記念するた

めに，「横浜開港記念みなと祭」 が設けられ，毎年5

月3日には国際仮装行列が開催されています。これを

皮切りに，その後6月に開催される開港記念バザーや

横浜開港祭へと発展し，記念祭は年々盛大になって

います）」。Cは Bと同じように，原文で修飾語として

使われている「これを記念する」を独立した短文に再

構成し，内容を明確化している。また，「纪念大会」

という訳語は「分訳」した後に主語を追加したもので，

11　動的等価（dynamic equivalence）は，米国の翻訳

学者Nidaが提唱した翻訳理論の中心概念である。訳文

が受け手に与える効果や反応が，原文の受け手が受ける

ものと「実質的に同等」であることを重視する翻訳方略を

指す（Nida, 1964/2003）。

12　「分訳」とは，翻訳の際，一つの文をいくつかに分割

して訳すことである。

「加訳」13を使って訳されている。全体として中国語の

表現に沿った，スムーズで自然な訳文になっている。

また，翻訳の思考を記した翻訳日記では Cは，「ミ

ナト横浜に夏の到来を告げる風物詩」という原文につ

いて，(1) 「ミナト」の翻訳について，「港は東京都に

属していますから，関東地方にある横浜市とは地理的

に関係がない。そして，横浜港はこのような言い方は

ない。ここでいう 「ミナト」 の意味はよくわからない。

でも，文脈から「横滨港」 に訳した」と記しており，背

景資料をもとに，わからない部分が推理を通じて訳語

を決定していることが説明されている。(2) 「風物詩」

の翻訳について，「中国人観光客向けの言葉なら，独

特な文化的意味を持つ 「風物詩」 をそのまま直訳せ

ず，中国語の文脈によるものに置き換えたほうがいい

と思う」と記述していた。さらにCの翻訳日記には多く

の資料検索のソースが記されていた。通常の検索エ

ンジンだけでなく，「知乎」（＝知識の質問と回答のプ

ラットフォーム），「微博」（＝若者がよく使う Instagram

のようなオンラインプラットフォーム），日本の関連サイト

など，多様な情報源から必要なものを検索し，翻訳の

決定の根拠としていた。

上記の内容から，BとCは比較的強いスコポス意識

を持っていたことがわかる。このスコポス意識のもと，

翻訳を目標文化や目標読者に適合させ，翻訳テクニッ

クを合理的かつ柔軟に用い，目標言語の表現慣習・

規範に合致する訳文を工夫していたといえる。

4．1．1．3．学生Eの訳文分析

訳質評価の結果，EはB，Cに次いで10点中7点で

あった。原文の主な内容が適切に伝わり，ほとんど

の訳文が中国語話者にとって読みやすいものであっ

た。訳文全体を見ると，Eの言語表現には明らかな意

訳の傾向があり，中国語の表現慣習に近づけ，訳文

をより自然なものにしようとしていたことがうかがえ，

13　「加訳」とは，翻訳の際，原文にない言葉をつけ加え

て訳すことである。
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一定のスコポス意識が示されていた。例えば，「これ

までの横浜の歴史に想いを馳せ」という原文を四字

熟語の「回首过去（＝過去を振り返る）」と意訳し，翻

訳日記で，「直訳ではなく，中国固有の表現を使った」

と記述していた。また，「開港をお祝いしたいと思い

ます」も同様に四字の「祝贺开港（＝開港を祝う）」と

訳した。これは「回首过去」と対になる表現として，明

確かつ簡潔で中国語のスピーチ文の言語スタイルに

なっており，訳文読者と目標言語文化に対する考慮を

示している。

しかし反面，Eの訳文には，不適切な表現や不適当

な省略などの問題がより顕著に見られ，意図的な意訳

による誤訳や訳抜けの結果であると考えられた。以

下に具体的に記述する。

【a】語彙選択の誤り

(1) 「笑顔溢れる豊かな市民文化の創造」の「笑顔

溢れる」を「热情奔放（＝感情表現が豊かで自由奔放

なさま）」と訳した。「笑顔溢れる」には「喜びや楽し

みが溢れる」という意味しかないが，Eの「热情」や

「奔放」という訳語は，原語の意味と異なり，原文の

内容を余分に伝えすぎる過剰翻訳となっている。

(2) 「レーザー光線」を「霓虹灯（＝ネオンライト）」，

「迫力の音響」を「炮竹声（＝爆竹の音）」と訳した。E

は翻訳日記で「これは花火の音なので 「炮竹声」と訳

した」と記している。しかし，「霓虹灯」と「レーザー

光線」，「炮竹」と「花火」は全く別物であり，誤訳と

なる。

【b】説明を欠いた省略

Eの訳文では，「市民の皆様と協働しながら」「（多

くの方々の参加で）盛り上げ」など原文では実質的な

意味を持つ表現が説明なしに省略されており，伝達

情報が不足している。

以上から Eの訳文は，一定のスコポス意識によって

意訳が多く見られるが，過剰な意訳による語彙や表現

の不適切さも顕著であった。誤訳や訳抜けは訳文読

者に誤った情報をもたらし，スコポス理論の「忠実性

規則」にも反している。

4．1．1．4．学生Aの訳文分析

訳質評価の結果，Aの訳文は10点中5点であっ

た。Aの訳文の最も目立った問題は，テクストタイプの

無視にある。Aの訳文では，フォーマルな文体ではな

く，話し言葉が多く見られた。例えば，「滨岛的夏天，

果然和烟花超配（＝浜島の夏は，やっぱり花火とめ

ちゃくちゃ相性ぴったりだね。）」「实施了一些比如 6 月

开港纪念义卖活动和横滨开港祭等这样的一系列活动

（＝例えば6月の開港記念バザーや横浜開港祭など，

いくつかのこのような一連の活動を実施しました。）」

などの Aの訳文には，「超」（＝「マジで～」「超～」に

相当する若者言葉）「一些」（＝「いくつかの～」に相

当し，曖昧な数量を表す）「这样的」（＝「こんなふう

な」に相当し，軽い語感を持つ）などの表現が使用さ

れているが，これらはいずれも話し言葉的な表現であ

り，文体や言語スタイルに極めて適合していない。ま

た，原文の誤った理解により，全体的に誤訳が多い。

例えば，「在第四十次迎来“横滨开港祭”后，将每年

6 月 2 日的开港纪念日定为举办日期…（＝第40回を迎

えた後に，「横浜開港祭」は毎年6月2日の開港記念日

を開催日と定めました…）」のように，「40回を迎える」

が「迎来……后（＝～を迎えた後）」と誤って時間的な

経過を示している点にある。さらに，中国語の文法ミ

スが多く，中国語として通じない訳文も散見される。

例えば，「希望着越来越多的人能到横滨」について，

「希望」の後に「着」を付ける表現は不自然である。ま

た，「打造充满横滨活力的港口城市」について，「横

滨活力」というフレーズも曖昧で，この表現では「活

力」が「横浜」の特性としてではなく，「港町」を修飾

する形容詞として理解されるべきであるが，その点が

不明瞭である。加えて，段落の冒頭のスペースをあ

けないなど基本的な書式の問題もある。Aの翻訳日

記には記述が少なく，翻訳に対する思考・意思決定の

根拠がほとんど記されていない。

以上から，Aは翻訳ブリーフを無視し，翻訳実践を
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クライアントに提出する翻訳プロジェクトとして扱って

おらず，ただ言語転換の宿題のような姿勢で翻訳して

いたことがうかがえる。このことは，Aのスコポス意識

の欠如を示すものであろう。

4．1．1．5．学生Dの訳文分析

訳質評価の結果，Dの訳文は4点であった。Dの

訳文は表現の誤りが多く，目標言語である中国語その

ものが通じないという表現上の問題が顕著であっ

た。他の学生の訳文においても，原文の意味を誤解

していたり理解していなかったりしていた部分も散見

されたが，読者を理解してもらうために，訳文の表現

に力を入れ，できるだけスムーズになるように努力して

いたことがうかがえた。しかし，Dの訳文はほとんど

解読不能であった。これは単に原文の理解不足によ

るものではなく，Dが訳文に対するモニタリングの意

識や能力に欠けているため，母語の表現を最適化す

ることができないためと考えられる。

例えば，(1)「ハマの夏には，やっぱり花火がよく似

合う，ミナト横浜に夏の到来を告げる風物詩！」をDは

「果然还是烟花适合滨的夏天，而 MINATO 横滨是夏

天到来的特色！」と訳していた。原文では強調のた

めにカタカナが使われ，「ハマ」は「横浜」であること

が理解されておらず，言葉の意味がわからないままに

訳し，中国語では通じない訳文になっている。(2)「盛

り上げ」「お楽しみください」の意味を理解しておらず，

「…炎などが一体となって盛り上げ，光と音の競争を

お楽しみください」を「热闹的声音和火焰等共同活跃

起来，享受光与声的竞争」と訳し，中国として文意が

まったく通じない。Dが原文の意味や意図を理解して

いないこと，訳文の表現も中国語の習慣に合致してい

ないことが，以上の訳例からあきらかであり，スコポ

ス理論の「一貫性原則」に反している。

また，Dの翻訳日記には語彙の辞書で調べた訳語

しか書かれておらず，その訳語を検証することなく，ほ

ぼそのまま使っている。前掲の Aと同じように，翻訳

に対する思考がまったく認められない。Dの訳文や

翻訳日記からは，Dが自分の伝えたいことを読者に理

解してもらう必要性に気付いておらず，翻訳は単なる

言葉の置き換えではなく，原文の意味や作者の意図

を理解し，翻訳の目的に応じて目標読者に伝達するた

めの作業であることも理解しておらずに，スコポス意

識が欠如していたことがわかる。

4．1．2．第1段階の考察

上記5名の個人訳文と翻訳過程を反映した翻訳日

記の分析から，最初の個人訳文段階では，5名の訳

文の間には訳質の差があり，訳質の高かった者ほど

明確なスコポス意識を持っていたことがわかった。一

方，訳質の低い学生は，ほとんどスコポス意識を示し

ておらず，課題文を翻訳ブリーフを踏まえた翻訳プロ

ジェクトではなく，通常の授業課題として扱っていたこ

とがうかがえた。以上から，良い訳文作成には訳者

のスコポス意識が必要であり，スコポス意識は訳文の

質に直接影響することが示唆される。

学生の訳文の状況や翻訳プロセスのデータから，

スコポス意識は学生に以下の側面で役立つと考えら

れる。

【1】翻訳の目標を明確にし，訳者に体系的なガイダ

ンスとフレームワークを提供する。スコポス意識により，

学生は翻訳が単なる言葉の変換ではなく，原文の思

想と情報を訳文読者に伝えるための媒体であること

を認識できる。原文作者の意図や訳文読者のニーズ

をよりよく理解し，翻訳し始める前にマクロな考えを持

つことで，翻訳作業が盲目的・恣意的なものになるこ

とを避けることができる。この「トップダウン型」の翻

訳思考のもとで，学生はより適切な翻訳ストラテジー

を選択することができる。

【2】訳文が目標言語・文化と文体的特徴に適合す

ることの重要性を強調し，目標読者の文化的背景・言

語規範，異なる文体スタイルを考慮するように指導す

ることにつながる。スコポス意識により，学生は訳文

の正確さと流暢さを求めるだけでなく，言語スタイル
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や文化的適応性にも重点を置くべきであることを認識

する。スコポス意識を持つことで，学生は目標文化，

テクストタイプ，文体に適合する訳し方と表現を選択

し，訳文の受容性と読みやすさを高め，訳者としての

専門的なスキルを向上させることができる。

4．2．翻訳ワークショップ第2段階：グループ訳文

第2段階のグループ訳文は，上掲の5人の個人訳

文をもとに，グループディスカッションによって，互いの

意見交換を経て形成されたものである。訳質評価で

は9点となり，いずれの個人訳文より優れていると評

価された。

4．2．1．第2段階における訳文分析

グループ訳文には，明らかな文法ミスはなく，言語

表現はより自然で流暢であり，訳文の形式と表現は基

本的に目標文化における同じ文体を持つテクストの形

式と表現規範に合致していた。しかし，優れた表現

も見られる一方で，誤訳もまだ残されていた。このた

め，新・6-4スケールの一つ目の評価区分「情報の正

確性」において，6点満点中5点であった。

個人訳文と比較し，グループ訳文において改善され

た部分には，(1) メンバーの優れた個人訳文をそのま

ま，あるいは少し修正してグループ訳文として採用，

(2) 5人の個人訳文にはない新たな訳文を作成，とい

う2種類の作成プロセスが見られた。

例1-1

ST
14

 ハマの夏には，やっぱり花火がよく似合う，

ミナト横浜に夏の到来を告げる風物詩！

14　ST：起点テクスト（source text）＝原文テクスト。以下

同様。

BのTT
15

 观横滨夏夜景，衬火树银花色。烟火正是宣

告横滨港之夏到来之景！

グループのTT 观横滨夏夜景，衬火树银花色。烟花是

横滨港湾宣告夏天到来的一道绚丽风景！

例1-1のグループ訳文では，前半部分にBが個人訳

文で用いた詩的な表現が採用され，高度な意訳がな

された。グループディスカッションの記録から，グルー

プの全員がこの詩的な表現が印象的で「読者の関心

を引く」という機能的要求を満すことができると一致し

て考え，採用していたことが示されていた。例1-1の

後半部分については，グループ訳文の基とされた B

の訳文には「之」が2つ入っており，やや読みにく

かったため，それをもとに少し修正し，表現がより流

暢になっている。

例1-2

ST 横浜港は安政6（1859）年6月2日に開港し，

これを記念する「横浜開港記念みなと祭」は

5月3日の国際仮装行列を皮切りに，…（略）

BのTT 横滨港在安政六（1859）年 6 月 2 日开港，为

纪念此事，以 5 月 3 日的国际化装游行为开

端，……（略）

CのTT 横滨港于 1859 年 6 月 2 日开港。为纪念此

事，人们设立了横滨开港纪念大会，并于每

年 5 月 3 日举办国际化装游行活动。以此为

开端，……（略）

グループのTT 横滨港在安政六（1859）年 6 月 2 日开

港，为纪念此事，以 5 月 3 日的国际化装游行

为开端，……（略）

例1-2の原文は構造複雑な長文である。学生の個

人訳文には，「横浜開港記念みなと祭」の修飾節「こ

15　TT：目標テクスト（target text）＝訳文テクスト。以下

同様。



196

翻訳ワークショップにおける訳文変化とスコポス意識の関連　符暁旭

れを記念する」の訳抜け・誤訳が多く見られた。ただ

し，BとCは原文を正しく理解し，中国語の表現規範

に沿って「分訳」を用い，「これを記念する」を抽出し

て独立の文にしていた。他の3人では，EとAは訳ぬ

け，Dは全文を逐語的に訳し，読みにくい表現であっ

た。グループディスカッションでは，Bが自分の訳文を

読み上げた際に，Aは「個人訳文を作る時，「横浜記

念みなと祭」には「開港を記念すること」という修飾節

があることに気づかなかった」と述べていた。B，C

の訳し方は A，D，Eに新たな気づきを与え，グループ

訳文では B，Cの翻訳が採用された。

例2-1

ST 第40回横浜開港祭実施

AのTT 第 40 届横滨开港祭实施（方案）

BのTT 举办第 40 届横滨开港祭

CのTT 举办第 40 届横滨开港节

DのTT 第 40 届横滨港节公告

EのTT 第 40 届横滨港开港庆典 / 第 40 届横滨港开

埠节

グループのTT 第 40 届横滨开港祭实施方案

例2-1の原文はお知らせのタイトルであり，目標文化

において固有の表現規範と文体的特徴を持つ。中国

語では，動詞としての「実施」は文末に使用すること

はできないため，BとCの個人訳文では「実施」を

「举办」と訳して文頭に置き，「動詞＋目的語」フレーズ

「举办第 40 届横滨开港节」にした。これは文としては

正しいが，タイトルとしての「動詞＋目的語」フレーズ

は中国語の言語慣習に合致しない。グループディス

カッションの録画では，Eは「タイトルとして 「実施」 の

ままでは絶対ダメだと思ったから，省略した。でも「第

40 届横滨开港节」 だけではお祭りの雰囲気がなくて，

素っ気ない感じがしたから，ネットで2つの表現方法

を選んだ。でもどっちがいいか分からない…」と述べ

ていた。Aは「タイトルだから，文末はお知らせで使

われる正式な表現にすべきだと思って，「方案」 を追

加した」と提案していたが，「方案」に括弧をつけて

おり，書式として正しくない。Dは，「私もAとEと同

じ考えだったから，「公告」 に訳した」と発言してい

た。ディスカッションの結果，グループは「方案」がよ

りフォーマルで文体規範に沿うと考え，全員同意して

文末に付けることで，タイトルとしての文体規範と言語

特徴に合致する訳文が得られた。

4．2．2．第2段階の考察

上記の訳例から，翻訳ワークショップ第2段階にお

けるグループディスカッションが，学生の訳質の向上に

役立っていたことがわかる。グループ訳文の改善は次

の2点で示される。(a) グループメンバーの議論や検

討を通じて，グループ訳文は翻訳調が少なくなり，適

切なスタイルに沿った流暢で自然なものになった，(b) 

各個人訳文の誤訳が指摘され，グループ訳文の精度

が向上した。訳質が向上した主な理由として，スコポ

ス意識を重視した翻訳思考への変化が考えられる。

グループの訳文作成後，学生は学習日誌で翻訳ワー

クショップの第1・2段階での経験をまとめ，その中の

記述には考え方の変化が反映されていた。例えば，

訳文の一貫性に気付くようになった。第1段階で訳質

が低くスコポス意識の見られなかった Aは，「正確さ

を基に，文章の流暢さにも重点を置くべきだ。流暢な

訳文にするために，私たちは何度も何度も読み返して

推敲した」と記述していた。また，自分たちを訳者と

位置づけるようになった。Bは「私たちは訳者として

翻訳ワークショップに参加した。訳者にとって最高な

ことは，自分の翻訳作品が他人からの支持と賞賛を得

ることだと思う」と記していた。さらに，翻訳する前に

背景に関する情報の把握，資料の準備を行う意識，

翻訳する時にテクストタイプや読者などの文外要素に

対する考慮が見られた。Cは「事前の資料準備はと

ても重要で，自分の知識を広げることもできて面白

かった。そして，今回の課題は宣伝用のため，最終
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的には簡潔で魅力的にする必要がある」と記述し，E

は「今回のテクストは情報型と効力型混合した宣伝文

ですから，私たちのグループはディスカッションの時に

公式な表現と中国人読者がこの表現を受け入れるか

どうかに重点を置いた」と記していた。テクストタイプ

や読者に対する考慮によるパラレルテクストなどを探

すことは，グループ訳文の精度向上に繋がっていると

考えられる。

以上から，翻訳ワークショップにおけるディスカッ

ションによって，学生のスコポス意識が強化され，プ

ロの訳者のような行動が見られるようになった。しか

し，これらの改善は主に訳文の言語表現に反映され

ている一方で，グループ訳文には他の要素による解決

されていない誤訳が残されている。

4．3．翻訳ワークショップ第3段階：最終訳文

翻訳ワークショップ第3段階のクラスディスカッション

により作成された最終訳文は，新・6-4スケールの評価

基準により，「原文の内容を忠実に伝え，誤りがない」，

「明確かつ適切な表現であり，語彙，コロケーション，

句読点の使用においても適切であり，文体が原文に

即している」という基準を満たし，満点の10点と評価

された。第2段階のグループ訳文には，学生が解決で

きない，あるいは気付いていない問題がまだ残ってい

た。以下では，このような問題を分析対象とし，個人

訳文・グループ訳文と対照し，クラス訳文を分析する。

4．3．1．第3段階における訳文分析

【1】グループメンバー全員が気付いていない誤訳

例1-1

ST 1982年の第1回開催以来，初めて開催を見

送りました。

AのTT 自 1982 年第一次举办以来，首次推迟举办。

BのTT 横滨开港祭自 1982 年第一届举办以来首次

延期。

CのTT 横滨开港节自 1982 年的第一届以来首次推

迟。

DのTT 该节日自 1982 年首届举办以来首次延期。

EのTT 横滨开港祭自 1982 年首届举办以来第一次

被搁置。

グループのTT 横滨开港祭自 1982 年第一届举办以

来首次延期。

クラスのTT 横滨开港节自 1982 年举办以来首次

取消。

上の例1-1はグループ全員が気づいていなかった

誤訳例である。原文では2020年開港祭を行わなかっ

た理由を説明するために，「見送る」という動詞が使

われていた。グループメンバーの中国語訳は「延期」

「推迟」「被搁置」などが挙げられたが，すべて「延

期」の意味であった。グループディスカッションの録画

から，学生たちはこの問題について十分な議論を

行っておらず，異議なく「計画していたことの実行を

延ばす」という辞書的解釈に従い，よりフォーマルな

表現である「延期」という言葉をグループ訳文に採用

していた。中国語では，「延期」は「その時点では開

催されていないが，また開催する予定がある」という

意味である。しかし，発表の時に別のグループが

「2020年の横浜開港祭は延期ではなく，コロナの影響

で中止された」と異議を唱えた。これをきっかけにク

ラスで議論になり，そのグループの主張した通り，実

際の状況は「延期」ではなく「中止」であることが判

明した。さらに日本のウェブサイトを調べた結果，「開

催を見送る」は「開催をとりあえず中止にし，延期か

中止かは判断できない」という意味を表すが，「見送

る」は「中止する」と同じような意味で使われることが

多く，「中止する」という言い方では角が立つような時

に「見送る」という言葉が使われることがわかった。

異なる言語間では，多くの言葉は一対一で対応せず，

文化的な要因により，単語の意味の範囲が異なる場

合が一般的であり，これは翻訳においてよく見られる
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ことである。「見送る」は中国語の「推迟」という言葉

と意味が一部重なっているが，ずれがある。辞書に

従えば，事実と一致しない情報を伝達することになり，

重大な誤訳となる。クラスの学生全員が第3段階のク

ラスディスカッションを経てはじめてこの問題点に気づ

き，最終訳文において修正がなされた。

例1-2

ST 横浜の魅力を全国に更に世界に向け発信

し，…

AのTT 横滨的魅力将向全国乃至全世界传递

BのTT 把横滨的魅力向全国乃至世界各地传播

CのTT 将横滨的魅力发散到全国乃至世界各地

DのTT 将横滨的魅力传播到全国乃至世界各地

EのTT 与全国乃至全世界分享横滨的魅力

グループのTT 把横滨的魅力向全国乃至世界各地传播

クラスのTT　 将横滨的魅力散发至全日本乃至全世界

例1-2の原文の「全国」は日本人読者を対象とした

表現であるが，翻訳ブリーフには「中国人観光客向け

の観光情報サイトに掲載する予定です」と書かれてお

り，訳文は中国人読者向けであることを学生は留意す

る必要がある。中国人読者にとっての「全国」は原文

読者と異なるものを指すため，訳文では「全国」を「全

日本」に変更する必要がある。

しかし，グループの全員がこの点を無視し，グルー

プ訳文では「全国」を残したままであった。ただし，

別のグループが提示した訳文「让横滨的魅力能够走

向日本，乃至世界」によって，グループの学生たちが

気付き，最終訳文で「将横滨的魅力散发至全日本乃

至全世界」に修正した。

Bは，翻訳日記に「翻訳前に 「翻訳ブリーフ」 の確

認はとても重要だ。「全国」 という表現は，個人訳文

をした時もグループディスカッションの時も，私たちは

「全日本」と翻訳すべきことに気づいていなかった。○

さんたちのグループの PPT発表で初めて気がつい

た」と記していた。このように，学生の翻訳日記には

翻訳ブリーフの重要性について多くの言及があり，翻

訳経験を積んで学びを得ることができたと記述されて

いた。

【2】気付いたが解決が困難な翻訳問題

例2-1

ST すべて打ち上げ花火で，仕掛け花火の予定

はありません

AのTT 因计划为自然燃放烟花，没有预定特殊装置

设计的大型烟花

BのTT 由于燃放的都是普通烟花，没有能变换的烟

花

CのTT 由于发射的都是普通烟花，没有大型礼花组

合

DのTT 为了放完全部烟花以及没有预约到观看烟花

的设备

EのTT 到处都在燃放烟花，因为没有烟花装置的计

划

グループのTT　由于燃放的都是普通烟花，没有大型

烟花组合

クラスのTT　全部使用高空烟花，没有设置近地烟花

例2-1について，翻訳の難点は「打ち上げ花火」と

「仕掛け花火」という2つの専門用語である。両者は

中国では区別がなく，文化的に空白の言葉であり，辞

書やインターネットにも対応する訳語が示されないた

め，中国人にとって理解も表現も難しい。学生の個人

訳文とグループ訳文では，ほとんどの訳語が自分の理

解に基づいて作られており，学習日誌の「翻訳の困難

点」という項目への回答では，「花火の区別とそれを

翻訳することが難しかった」という記述が多く見られ，

自分の翻訳に自信が持てないと記されていた。例え

ば，Bは「普通烟花・变换的烟花（＝一般的な花火・変

化する花火）」と訳し，学習日誌には，「打ち上げ花火

と仕掛け花火の違いや翻訳について，単語を調べた

が，2種類の花火の違いを訳文でどう訳すかは大きな
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難題」と記している。Cは「普通烟花・大型礼花组合

（＝一般的な花火・大規模な花火セット）」と訳し，翻

訳日記には関連する情報や対応するウェブサイトのメ

モをつけていた。彼女は多くの情報を調べていたが，

グループディスカッションではまだ自分の翻訳に自信が

ない様子が見られた。Eも学習日誌で翻訳プロセスに

おける問題など，「日本ならではの用語について，情

報収集の方法や手段にまだ熟練していない。例えば，

「打ち上げ花火」 「仕掛け花火」 は，まだよく理解でき

ていない」と記していた。最終的に，グループ訳文は

Cの訳をもとに少し修正し，「普通烟花・大型烟花组

合」とされていた。グループ発表において，クラス5グ

ループの訳し方はそれぞれ異なった。どのグループも

自信のなさを示し，学生にとって共通の難問であるこ

とを反映していた。

この場面では，教師は「足場かけ」の役割を果た

し，文化的に空白の言葉に対する考え方や解決法に

ついて指導した。原文の「すべて打ち上げ花火で，

仕掛け花火の予定はありません」は，後ろにつく「臨

港パークをはじめ，横浜港周辺で見ることができる」

の理由説明である。したがって，翻訳の焦点は，読

者に2種類の花火の区別を提示し，観覧可能な場所

の理由を理解させることである。そのために，訳者は

両語間の本質的な違いを明らかにし，自分の言葉で

わかりやすく表現すべきである。しかし，学生の翻訳

では，訳文読者には2つの言葉の違いが理解できず，

後続の文との関連性も把握できない。これは読者の

混乱を招き，情報伝達の失敗に繋がる。

仕掛け花火は比較的近距離で観覧するのが最大

の魅力であるとされる。したがって学生は，「高空」と

「地上」という両語の本質的な違いを把握し，それを

訳文に明確に表現すべきである。結果的に，教師の

指導のもとに，最終訳文では「高空烟花・近地烟花」

と翻訳された。この2つの言葉は訳者である学生自

身が作ったものだが，中国人読者にとって両方の本

質的な違いを明確に区別でき，訳文が伝えたい情報

を十分に理解できる表現である。

4．3．2．第3段階の考察

第3段階では，他のグループの訳文や発表と教師

の指導によって，学生は第1・2段階で解決できなかっ

た，または気づかなかった問題を解決したことが明ら

かになった。これらの問題の解決は，単なる言語転

換に必要とされる日本語能力を超え，学生の文化能

力，ツール能力，翻訳専門知識などの素養が強く求め

られる。

翻訳ワークショップの第2段階では，学生のスコポ

ス意識の向上は主に「どうすれば中国語の表現と一

致し，流暢で自然な訳文になるか」「どうすれば求めら

れる文体に近い言語スタイルになるか」など，訳文の

言語表現をモニタリングすることに見られた。しかし，

第3段階を経て，学生は訳文の言語表現だけでなく，

原語と訳語の文化的違い，読者の視点に基づく訳文

情報の正確さへの予測・確認に目を向け，翻訳目的の

達成と訳文読者への配慮があらゆる側面において必

要であることを実感し，スコポス意識がより深まって

いったと考えられる。

4．4．まとめと考察

本研究事例を通して翻訳ワークショップを取り入れ

た翻訳授業の3段階の訳文とその作成プロセスの

データを分析することで，学生の訳質向上がスコポス

意識に関連していることが示された。

第1段階から，学生の個人訳文の質とスコポス意識

には正の相関関係があることがわかった。訳質の高

い学生ほど，スコポス意識が高い傾向を示し，逆もま

た同様であった。第2段階で作成したグループ訳文

では，個人訳文に比べ，言語面での向上が明らかで

あり，表現の質を求める意識が高まったことが示され

た。クラス訳文を作成した第3段階では，学生は言語

外問題の発見・解決において，訳文の言語表現だけ
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でなく，文脈・文化にも注意すべきであり，翻訳に対

する認識が深まった。第2段階と第3段階では，訳文

を改善する過程で，解決された翻訳上の問題の種類

によって，学生のスコポス意識の深さも異なっていっ

た。翻訳ワークショップを通じて，学生のスコポス意

識は段階的に向上し，読者，文化，文脈を踏まえたよ

りマクロな思考へと変化していった。同時に，訳質も

また向上した。

一方で，スコポス意識があれば，訳質は必ず良い

とは言えない。Bはサブタイトルの「第40回横浜開港

祭実施」を「举办第 40 届横滨开港祭」と翻訳したが，

翻訳日記に「直訳した。でも，タイトルとしてはおかし

い」と記述し，「動詞 +目的語」フレーズは通知文のタ

イトルとして文体的に適していないことに気づいてい

た。また，開港祭のスローガン「想いを　重ねて　未

来へ」について，「タイトルの 「庆祝开港，感恩海港

（ST：開港を祝い，港に感謝しよう）」 のような形式に

対等する訳文にしたいが，中国語の言語能力が不足

で難しい」と記述した。Bはタイトルの文体スタイル・

表現に沿った翻訳をする必要があることを明確に認

識していたが，母国語能力が十分でないため，訳文

を文体の規範に完全に適合させることが難しいこと

がわかった。高品質な訳文を作成するには訳者のス

コポス意識が不可欠である。しかし，スコポス意識を

持っていても，質の高い訳文ができないケースもある

ことをBの事例は示している。

訳質は様々な要因によって決まるが，スコポス意識

はその一つである。その理由として，次の2つの側

面が考えられる。

(1) 言語能力の制約：言語能力の不足により，学生は

原文理解や目標言語での表現に制限を受ける。

スコポス意識があっても，語彙や文法の知識，表

現力が不足しているため，原文を正確に理解でき

なかったり，適切に表現できなかったりし，訳文

の質に影響を与える要因となる。

(2) 経験不足：翻訳は複雑で難しい活動である。文化

の違いを認識し適切に扱うこと，語彙や文章の多

義性や曖昧さを理解し判断すること，専門知識を

正確に習得し表現することなどが必要である。

訳文の質を高めるには経験の積み重ねが重要で

あるが，学生には実践が不足しており，スキルの

向上が難しいことがある。

5．課題と今後の展望

本研究事例を通して，翻訳ワークショップを取り入

れた翻訳教育の効果と制約があきらかになった。以

下に課題と改善案を述べる。

(1) 本実践研究における日中翻訳プロジェクトは，

学生の母語である中国語で訳文を表現した。翻訳日

記などのデータから，学生は母語能力に限界を感じて

いた。また，翻訳初心者の学生は自分の翻訳調に気

付きにくいという傾向が見られた。適切で自然な訳文

を作成するには，より幅広い，客観的な意見を得る必

要がある。そのため，翻訳ワークショップにおいて訳

文の相互評価と教師のフィードバックを積極的に取り

入れる必要があると考えられる。

(2) 教育方法として，翻訳ワークショップは学生に

実践の機会を提供しているものの，課題が本物の翻

訳プロジェクトではなく，実際の依頼文書に見られる

多様な分野性や納期制約，品質基準などを十分に体

験できない。そのため，現実の翻訳ニーズに適応で

きる実践経験としては不十分である。改善法として

は，翻訳業界と連携し，学生に実際の翻訳プロジェク

トへの参加機会を提供することである。これにより，学

生は実務的なスキルや知識を養い，翻訳経験を積む

ことができる。また，業界との連携によって，翻訳ワー

クショップの内容やカリキュラムを現実のニーズに合

わせて改善することも可能となる。

以上の改善により，翻訳ワークショップはより効果的

な翻訳教育方法として期待される。本研究は中国の

大学生を対象としたが，翻訳ワークショップの枠組み
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自体は特定の母語に限定されるものではない。母語

の異なる学習者が集まる多言語クラスにおいても，学

生同士が共通言語（日本語や英語など）を用いてディ

スカッションし，相互に多角的な視点から翻訳を検討

することができる。また，各自の母語から出発した訳

文を比較し合うことで，文化・言語的相違をより明確

に意識できる。このように翻訳過程を可視化し，協働

的に訳文を検討する手法は，多言語環境でも有効で

あると考えられる。今後は，他の属性の学習者や他

言語を対象とした翻訳教育における応用の可能性に

ついても探求していきたい。
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【情報の正確性評価】

6点：原文と完全に同じ情報を伝える訳文で，誤りはないか，または軽微な誤りが1箇所ある。

5点：訳文が原文とほぼ同じ情報を伝えており，一般的な誤りが1箇所，または軽微な誤りが2

箇所ある。

4点：訳文が原文と異なる情報を伝えており，一般的な誤りが2箇所，または軽微な誤りが4箇

所ある。

3点：訳文が原文とかなり異なる情報を伝えており，重大な誤りが1箇所，または一般的な誤り

が3箇所ある。

2点：訳文が原文と非常に異なる情報を伝えており，重大な誤りが2箇所，または一般的な誤り

が4箇所，または自己の文字通りの解釈のみで構成されている。

1点：訳文が原文と完全に異なる情報を伝えており，または完全な訳抜けである。

追加条項：同じ誤りは重複して減点しない。5語以上の訳抜けは重大な誤りとみなされる。

【表現スタイル評価】

4点：表現が明確で曖昧さがなく，用語，コロケーション，句読点に不適切な点がなく，より原文

に沿った文体になっている。

3点：大まかに明瞭な表現であり，用語や表現に1～2箇所の不適切さ，または誤字などがあ

る。

2点：理解可能な表現ではあるが，文法上の誤りや多くの不適切な用語や表現がある。

1点：構文に合わない，理解しにくい，または完全に訳抜けである。

追加条項：情報の正確性評価が3～4点の場合，表現スタイル評価は3点を超えてはならな

い。情報の正確性評価が1～2点の場合，表現スタイル評価は2点を超えてはならない。

出典：肖维青（2012）．《本科翻译专业测试研究》［A study on translation testing in undergraduate 

programs］（pp.294-295）人民出版社．
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The relationship between translation variations and Skopos 
awareness in translation workshops:

A case study at a Chinese university

FU, Xiaoxu*
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Yan’an University, China

Abstract

This study implemented translation education using translation workshops for 

undergraduate students majoring in Japanese at University A in China. To clarify 

the relationship between translation variations and students’ Skopos awareness de-

veloped through the workshop, qualitative descriptive analysis was conducted on 

the students’ translated texts along with data related to their translation processes. 

The results revealed that Skopos awareness had a direct and positive influence 

on the quality of the translated texts, indicating that fostering such awareness is 

crucial for producing high-quality translations. Based on these findings, this study 

suggests that in future translation education, it is essential to cultivate students’ 

Skopos awareness and that practical translation workshops are an ef fective ap-

proach for achieving this goal.
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